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1.はじめに 

インターネット上のコミュニケーションには、

地理的、時間的制約が少ない。そのため、インタ

ーネット上ではコミュニケーションを通して人間

関係を形成し易く、その結果として、実社会と同

様のコミュニティが形成される。 

 一般的に、コミュニティ内での人間関係の維持

には、定期的なコミュニケーションが必要である。

また、コミュニケーションの形態が多対多である

場合、円滑なコミュニケーションのためにはコミ

ュニティ内の人間関係を把握しておく必要もある。

しかし、これらのことは所属するコミュニティが

大きくなるほど困難になる傾向にあり、コミュニ

ティの成長を阻害する一つの問題といえる。イン

ターネット上のコミュニティにおいてもこの問題

点は存在する。従って、インターネット上では人

間関係の形成は容易であっても、形成することが

できるコミュニティの大きさには限界があるとい

える。 

 本稿では、インターネット上のコミュニケーシ

ョンにおいて、上記の問題点を解決するために、

状態情報を用いた容易かつ定期的なコミュニケー

ションの方法と、コミュニティ内の人間関係把握

支援方法を提案する。 

 

2.状態情報によるコミュニケーション 

 定期的なコミュニケーションを容易に継続する

ことができる媒体として、インスタントメッセン

ジャー(以下 IM)で使用される状態情報に着目する。

図 1 に MSN Messenger[1]を使用した場合の状態情

報の表示形式を示す。状態情報とは、ユーザが自

らの表示名の後に付随させる任意の文であり、ユ

ーザの心境や状態などを自由に記述できる。表示

名と文の間は記号などで区切る場合が多い。状態

情報は気軽に記述するものであり、記述内容に対

して読み手の返答を期待しないという特徴を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように状態情報は、ユーザの単なる心境や状

態を更新するだけなので、大した話題がなくとも

気軽に更新することが可能である。渡辺らは、携

帯電話を通してのコミュニケーションの研究にお

いて、状態情報によるコミュニケーションの可能

性について述べている[2]。以上のことから、状態

情報が定期的なコミュニケーション維持への可能

性を秘めているといえる。 

 

 
図 1：状態情報[1] 

 

しかし、現在の IM では登録しているユーザ全体

に対して一意の状態情報しか提示することができ

ない。そのため、コミュニケーションの対象とな

る登録ユーザに応じた使い分けをすることができ

ない。また、登録ユーザがオフラインの場合は、

最新の状態情報は提示されないので、非同期のコ

ミュニケーションを行うことができない。このよ

うな制約から、現在の状態情報はコミュニケーシ

ョン開始のきっかけとして用いられているにすぎ

ず、状態情報そのものによるコミュニケーション

については未整備であるのが現状である。 

 そこで、状態情報自体がコミュニケーションの

媒体をなりうる方法を提案する。まず状態情報の

提示先を、登録ユーザ全体・グループ単位・個人

のように使い分けることができるようにする。こ

れにより、登録ユーザや状況に応じたコミュニケ

ーションが取れるようになる。また、閲覧時にオ

フラインである登録ユーザの最新の状態情報を提

示するようにすることにより、非同期なコミュニ

ケーションが可能となる。以上のような方法によ

り、状態情報を用いた定期的なコミュニケーショ

ンが可能になると考える。 

 

3.親密度による人間関係把握支援 

コミュニティ内での人間関係把握支援方法とし

て、共通の登録ユーザの提示と親密度によるユー
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ザ間の繋がりの強さ提示を提案する。図 2 は、こ

の 2 つの手法について表したものである。共通の

友人の提示とは、お互いの登録ユーザ上に存在す

る共通のユーザを提示するものである。例えば、

図 2 中のようなユーザ A,B,C,D の関係があるとす

る。図 2 中の矢印はお互いを登録していることを

示す。このとき、ユーザ A の登録リストにはユー

ザ B,C が表示されることとなる。ユーザ A の視点

からユーザ B の人間関係を表示させると、図 2 中

のようにユーザ C がユーザ B の登録ユーザとして

表示される。実際はユーザ D もユーザ B と登録関

係にあるが、ユーザ A とユーザ D の間には登録関

係がないため、ユーザ D は表示されない。これが

共通の友人の提示である。 

 またユーザ間の繋がりの強さを提示するために、

繋がりの強さの尺度として Gyohten らが提案する

親密度を用いる[3]。[3]で用いられている親密度

は、チャットにおけるユーザ間の繋がりの強さを

評価するものであり、チャットルーム内における

発言数を基に親密度を求めている。本手法では、

ユーザの状態情報の更新回数を発言回数と捉えて、

同様の方法でユーザ間の親密度を算出する。算出

した親密度は図 2 中の「ユーザ A から見たユーザ B

の人間関係」のように使用され、選択したユーザ

と関係のあるユーザがどのくらい親密であるかを

提示する。共通の友人の提示と親密度によるユー

ザ間の繋がりの強さ提示により、コミュニティ内

での人間関係把握の支援を行うことができるので

はないかと考える。 

 

 
 

図 2：共通の友人と繋がりの強さの提示 

 

4.システム概要 

 2.および 3.で述べた手法を備えるシステムを携

帯電話に実装する。携帯電話は普及率の高さと PC

に比べ容易にインターネットにアクセスできると

いう点から、システムの実装に適当であると考え

た。今回は i モード用のアプリケーションとして

システムを開発した。 

 システムは IM のようにユーザ同士が互いに登録

しあいリスト上で登録ユーザを管理する。通信は

クライアント/サーバ間で行う。 

 図 3 はシステムのメイン画面を表している。メ

イン画面はリスト形式になっており、使用者の表

示名・グループ名・登録ユーザの表示名・登録ユ

ーザの状態情報で構成される。登録ユーザはグル

ープ単位で管理され、状態情報は登録ユーザ全

体・グループ全体・個人の 3 つを使い分け提示す

ることができる。また関係の表示として、繋がり

を表示させたい登録ユーザを選択することで、3.

で述べた方法を使用し図 2 中に示すような画面構

成で登録ユーザの人間関係を表示する。 

 

 
 

図 3：システム画面 

 

5.まとめ 

インターネット上のコミュニティ規模が一定以

上になった場合に生じる人間関係の維持の問題に

ついて、関係維持を支援するための手法として、

状態情報によるコミュニケーションとコミュニテ

ィ内での人間関係の把握・提示方法について提案

した。 

 今後の課題として、提案した手法について的確

に関係維持の支援が行えるかについて評価する必

要がある。評価方法として、使用者の登録ユーザ

数と状態情報の送信回数の関係を調べることを考

えている。提案システムを使用し、登録ユーザ数

が増加しても状態情報を送信する回数が停滞する

ことがなければ、提案手法が関係維持の支援とし

て有効であるのではないかと考える。 
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